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          AND THE WORLD
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   An overview of the epidemiological association of bladder cancer with occupations is presen-
ted and the proportion of occupational bladder cancer in Japan was estimated. Epidemiological 
features of bladder cancer in the world are also reviewed. Bladder cancer was found to have a 
relatively narrower international variation in incidence rate as compared to other sites of cancer 
such as lung or esophageal cancer. In Japan, the trend in bladder cancer mortality is apparently 
downward in females and virtually unchanged in males, whereas the incidence rate is increasing 
in males and unchanged in females in the recent decade. Approximately 45 occupations/indus-
tries were epidemiologically associated with an increased risk of bladder cancer in the world lite-
rature. The lowest proportion of occupational bladder cancer was estimated to be 0.4% in Japan, 
though the highest estimate was 19% in males and 12% in females. 

                                               (Acta Urol. Jpn. 35: 1997-2002, 1989) 
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緒 言

わが 国の膀胱癌死亡(1987年)1)は,男1,815名,

女806名 の計2,621名 で,全 悪性新生物死亡男lI9,161

名,女80,402名,計199,563名 の うち,お のおの約1.5

%,1,0%,1.3%を 占めるにすぎない.し か しなが

ら,職 業性曝露による膀胱癌発生が早 くか ら注 目され

たことと,職 業性膀胱癌の回逃可能性(avoidability)

の観点から,膀 胱癌は他の泌尿器系癌にくらべ疫学的

に若干多く検討されてきたようである.

本稿では,わ が国と先進諸外国における膀胱癌の記

述疫学特性 と分析疫学特性にふれつつ,と くに職業と

の関わ りについて考察する.さ らに,わ が国における

職業性膀胱癌の割合の推定を試みることとする.

なお本稿で示す膀胱癌の年次推移や国際比較のため

の発生率や死亡率は,す べてことわ らない限 り・瀬

木 ・Dollの 世界人口2)を基準(標 準)人 口とする直接

法により算出した年齢訂正率である.

膀胱癌の記述疫学特性

1。 本邦膀胱癌の年間死亡 ・発生数お よび全癌中に

占める割合

木 邦 年 間 膀 胱 癌 死 亡 数 は,1947～1949年 に は男215

～259 ,如49～210に す ぎな い.1960年,1965年,1970

年 に は,お の お の 男 で673,837,1,030,女 で435,

454,540と 漸 増 で あ る.1975年 ～1987年 の年 間 死 亡数

(Table1)は,男 で1,174か らL815と 約1.5倍,女 で

は656か ら806と 約1.2倍 の増 加 で あ る.1975年 ～1984

年 の年 間 発 生 数3・4)(全 国8癌 登 録 資 料 に よ る 補 正 発

生 数)は,男 で2,627か ら5,054と 約1.9倍,女 で1,054

か らL566と 約1.5倍 の増 加 で あ る.発 生 数 と死 亡 数 の

比 は,男 で2,1～3.O,女 で1・6～2・0で,近 年 そ の 差 が

若 干 開 く傾 向 で あ る.

全 癌 中 に 占め る膀 胱癌 の割 合 は,発 生(1975～1984

年)で は,男 で2.5～3・2%,女 で1.1～1.4%で あ る.

死 亡(1975～1987年)で は 男 で1.5～1.7%,女 で1.0

%あ るい は1.1%で あ る.

2.本 邦 膀 胱 癌 の 死亡(発 生)率 と死 亡(発 生)年

齢 の 推 移

1947～1987年 の 本邦 膀 胱 癌 死 亡(1950～1957年 に は

腎 臓 を 除 くそ の 他 の 泌尿 器 系 癌 が2～3%の 割 合 で膀

胱 癌 に 含 まれ て い る)年 齢 訂 正 率 の 推i移 と1975～1984

年 の 膀 胱 癌 年 齢訂 正 発 生 率 の 推 移 をFig,1に 示 し

た.
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Numbersofbladdercancerincid凱cea血ddeathwitb

proportioniロtotalca隠cerincidencea駆ddeathinJapan

YearI
neidenee%

Males Fema且es

Death%ID癖Incidence%Death%1/D廓

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

21627(2.5)

2.759(2.6)

2.872(2.5)

3,365(2.9)

3,919(3.1)

3,843(3.0)

3,903(2.9)

4,215(3.0)

4,271(2.8)

5,054(3.2)

1,174(1.5)

1β04(1.6)

1,373(1.6)

1,440(1.7)

1.515(1.7)

1.606(1.7)

1,615(L7)

1,671(1.7)

1.670(1.6)

1、669(1,6)

1,705(1.5)

1,807(L6)

1.815(1.5)

2

1

1

3

6

1

4

5

6

0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

1,054(1.2)656(L1)1.6

1.112(L2)662(1.1)1.7

1.090(正.1)640(1.0)1.7

1,116(1.1)638(1.0)1.7

1,259(1.2)676(1.1)1.9

1,387(1.3)755(1,1)1.9

1,349(1.3)732(1.1)1.8

1,476(1.3)750(1,1)2.0

1,609(1.4)826(1.1)1.9

1,566(1.3)772(1.0)2.0

-872(1 .1)

795(1.0)

806(1.0)
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Fig.1.Trendsinage・adjustedrateofurinarybladdercancerinJapan

年齢訂正死亡率は,男 女とも1947年 か ら1960年 ごろ

にかけて漸増(1947年 人 口10万 対男O.91,女0・46,

1960年1.97,1.Ol)し た.し かしその後1970年(人 口

10万対男2。27,女0.92)頃 まで男で微増,女 で不変で

ある.そ れ以降1987年 にかけての年齢訂正死亡率は,

男で不変,女 で明らかに漸減である。

年齢訂正発生率3・4)は,男では1975年(人 口10万 対

5.5)か ら1984年(7.6)に かけて明らかに漸増 であ

る。これに対し女では,若 干の変動(人 口10万 対1.4

～1.9)は あ るものの,ほ ぼ不変の推移と考えられる.

本邦膀胱癌の死亡時と発生(診 断)時 の平均年齢の

推移をFig.2に 示 した.

平均死亡年齢は明らかに,男 女とも高齢化 してい

る,女 の平均死亡年齢は,1947年 か ら1968年 までは男

の平均死亡年齢より低かったが,1969年 以降では逆に

上まわっている.平 均死亡年齢は,1948年 に 男65.2

歳 女62.6歳1987年 に お の お の73・5歳,76.6歳 で あ

る・つ ま りこの40年 間 に,男 で8・3歳,女 で14.0歳 の

高齢 化 であ る.

発 生(診 断)時 の 平 均年 齢(1975～1984年)は,男

で 若 干 若齢 化 あ るい は不 変,女 で 明 らか に 高齢 化 で あ

る・ 平 均発 生(診 断)年 齢 は,1975年,1980年,1984

年 に 男 で67・3歳,67・1歳,67・1歳,女 で69.2歳,70.5

歳,71.1歳 で あ る.

3.本 邦 膀 胱 癌 の そ の 他 の 記述 疫 学 特 性

① 年 齢 訂 正膀 胱 癌 死 亡 率 性 比(男/女)は,Ig47～

49年 に,1・6～2・0,1958～60年 に2・0～2.3,1968～

70年 に2・3)2・5・1978～80年 セこ3・0～3・2,1984～87年

に2・8～3・5で あ る ・近 年 に な るに つ れ て,性 比が 若 干

大 き くな って い る ・ これ は,男 の 訂 正 死 亡 率 の横 ばい

に対 し・ 女 の 訂 正死 亡 率 が 漸 減 で あ る こ とに よる.年

齢 訂 正 発 生 率 の 性 比(男/女)は,1975～1979年 に
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3.5～3.8,1980～1984年 に3.8～4・3で,近 年で性比が

若干大きい.こ れは男の訂正発生率の漸増に対 し,女

の訂正発生率がほぼ横ばいであることに よる.

② 性年齢別死亡率と発生率は,片 対数グラフ上に描

くと,男 女とも40歳 以降年齢とともにほぼ一直線状に

高 くなる5).死 亡率と発生率の差は,男 女とも70歳 以

降で小さくなる.発 生率性差をみると,40～69歳 で年

齢 とともに男女差が小さくなり,70歳 以上で逆に男女

差が大きくなる.

③膀胱癌死亡の出生コーポ`ト 別観察5)で は,以 下

のようである.男 女とも1900年 以前出生者では,出 生

年が若 くなるにつれて,各 年齢層とも死亡 リスクが大

きくなる,1900年 以降の出生老では,男 女とも各年齢

層で死亡 リスクがほぼ同じである.し かし女の1920年

以後の出生者では,40歳 以上の年齢層で死亡 リスクが

他のコーホー トにくらぺ低いようである.

④膀胱癌標準化死亡比の市郡別分布と都道府県別分

布の観察によれば,高 率地域や低率地域の有意な地域

集積性をみとめない5).発 生率を癌登録地域別に観察

すると,男 で発生率が比較的 高い地 域は広島 ・長崎

・宮城 ・鳥取 ・大阪で,高 知 ・佐賀 ・千葉で低い.女

では男に くらぺ地域別発生頻度差は小さい.こ の地域

別発生頻度には癌登録精度の地域差がかかわっている

ので,こ れが真の地域差か否かは不明である.

・1.膀胱癌発生率の国際比較

36力 国105癌 登録施設による187人 口集団の癌発生資

料(IARC発 行)2)か ら膀 胱 癌 発 生 に つ いて 観 察 す る

と,以 下 の よ うで あ る.

① 全 癌 中 に 占 め る膀 胱 癌 の割 合

男 で は,ス ペ イ ン(Tarragona)で 最 も多 い(Il.7

%).次 い で イ ス ラ エ ル生 まれ の=ダ ヤ人(11,3%),

イ ス ラエ ル の非 ユ ダヤ人(10.6%),ク エ ー トの 非 ク

エ ー ト人(10.0%),デ ン マ ー ク(9.5%),ス イ ス

(Basel)(8.9%)と 続 く.女 で は,ク エ ー トの 非 クエ

ー ト人(6 .1%),イ ギ リス の南 東 ス コ ッ1・ラ ン ドと西

ス コ ッ トラ ン ド(3.0%),イ ギ リスの 北 東 ス コ ッ トラ

ン ド(2.9%),西 オ ー ス トラ リア(2.9%),米 国 コネ

チ カ ッ ト白人 とオ ー ス トラ リア(Victoria)(2.8%)

と続 く.

② 年 齢 訂 正膀 胱 癌 発生 率

全 地 域 人種 別発 生 率 の うち,日 本 の4地 域 お よび ハ

ワイ ・ロサ ンゼ ル ス ・湾 地 域 の 日本 人 の発 生 率 を 中 心

に30の 発 生 率 を選 ん で,Table2に 示 した,

男 の 最 高 率 地 域 は,ス イ ス(Base1,人 口10万 対

27.8)で,以 下 イ タ リア(Varese),米 国 コ ネ チ カ ッ

ト白人,ハ ワイ 白人,デ ンマ ー クと続 く.宮 城(6.4)

に く らベ ス イ ス(Basel)で の発 生 率 は4.3倍 で あ る.

女 の 最 高 率 は,米 国 コネ チ カ ッ ト州 白人(人 口IO万

対7.4)で,以 下 イ ギ リスの 南 東 ス コ ッ トラ ン ドと ス

コ ッ トラ ン ド,オ ー ス トラ リア(Victoria),カ ナ ダ

(Quebec),デ ンマ ー ク と続 く.宮 城 ・大 阪(1。9)に

く らぺ,米 国 コネ チ カ ッ ト州 白人 の発 生 率 は3.9倍 で
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Table2.Age。adjustedincidencerateofbladdercancerper

100,000population五nselected30areas(1980)

Area(Males) Rate Area(Females) Rate

Switzerland,Base127.8

1ta里y,Varese27.3

USConnecticut,White25.2

Hawaii,Whiしe24.9

Denmark24.7

Spain,Tarragona23.7

Canada,Quebec22.9

France,Bas・Rhin22.O

UK,SEScotland21.9

USLosAngeles,White21.7

FRG,Saarland20.9

1srael,AIUews20.3

Switzerland,Geneva19.8

Canada.Newfoundland18.4

Australia.South17.6

Norway17.O

US,Utah16.8

HongKong16.O

Sweden15.5

1celand15.2.

Hawaii,Chinese13.5

Fin置and12.7

GermanDem.Rep,11.6

Japan,Nagasaki10.6

Japan,Hiroshima10.4

Hawaii,Japanese9.6

USBayArea,Japanese8.9

Japan,Osaka7,7

USLosAngeles,Japanese6.7

Japan,Miyagi6.4

USConnecticut,White

UK,SEScotland

UK,Scotland

Australia。Victoria

Canada,Quebec

Dennlark

Hawail,White

USLosAngeles,White

Switzerland,Base蓋

Ice且and

HongKong

Norway

UK,Engl,&Wales

US,Utah

Israel,AllJev「s

Sweden

星taly,Varese

FRG,Saarland

Spain,Tarragona

Hawaii.Japanese

France,Bas.Rhin

USBayArea,Japanese

USLosAngelesJapanese

Nether里ands,Eindhoven

Japan,Hiroshima

Finland

GermanDem.Rep.

Japan,Nagasaki

Japan.Osaka

Japan,Miyagi
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2
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1

1

あ る.

米 国3地 域 の 日本 人 と 日本 の4地 域 の 日本人 との間

で 発 生 率 を 比 較 す る と,以 下 の よ うで あ る.男 で

は 宮 城(人 口10万 対6.4),ロ サ ンゼ ル ス(6.7),大 阪

(7.7),湾 地 域(8.9),ハ ワイ(9.6),広 島(10.4),

長 崎(10.7)の 順 で,そ の 差 は最 高1.7倍 で あ る.女

で は,宮 城 。大 阪(1,9),長 崎(2.0),広 島(2.6),

ロサ ンゼ ル ス(3.0),湾 地 域(3.4),ハ ワイ(3.8)

の 順 で,そ の 差 は最 高2,0倍 で あ る.

白人 黒 人 別 に発 生 率 を 比 較(Table3)す る と,男 で

は1.8～2.5倍,女 で1.4～1.8倍 で あ る.都 鄙 別 発 生 率

が資 料 と して 提 示 され てい る10地 域 で,urban/rural

の発 生 率 比を 算 出 して み る と,男 で フ ラ ンス(Doubs)

とハ ンガ リー(Sgabolcs)の1.1～ チ ェ コス ロバ キ ア

(Slovakia)・ フ ラ ンス(Calvados)・ オ ー ス トラ リア

(NSW)の1.4と,大 差 な い.女 で も ス イ ス(Vaud)

の0・9～ チ ェ コス ロバ キ ア(Slovakia)の2.1と ,そ の

差 は 大 き くな い.

以 上 の ご と く,発 生 率 の国 差 ・地 域差 や 人 種 差 は肺

癌 や 食 道癌 な どの 他 部 位 の癌 に く らべ き わ め て 小 さ

Table3.Age働adjustedincidencerateper100,000populationof

bladdercancerbyraceanditsratio三ntheU.S.A

Area
MalesFema亘es

WhiteBlacksW/BWhiteBlacksW/B

Alameda

BayArea

LosAngeles

Connecticut

Attanta

NewOrleans

Detroit

20.8

21.8

2L7

25.2

20.4

22.1

25,9

11.6

12,2

10.9

10,1

10.8

10、0

11.4

1,8

1,8

2.0

2.5

1.9

2、2

2.3

6.7

6.8

5.9

7、4

4.9

6.0

6.2

4.1

3、8

3.9

4.3

2.9

4.3

4.4

6

8

5

7

7

4

4

1

1

1

1

1

1

1
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Occupationsepidemiologicallyassoclatedwithanincreasedrisk

ofbladdercancer

2001

Armedservices

Butehers

Barbersandhairdressers

Cabiemanufacturers

Carpenters

Chemicaiworkers

Civi章engineers

Clericalworkers

Coalminers

Cooksandkichenworkers

Cropsprayers

Dyeworkers

(dyemanufacturers,dyeusers)

Electridians

Fabricatedmentalworkers

Farmers

Foodprocessingworkers

Gasproductionworkers

Gasstationattendants

Glassprocessors

Janitorsandcleaners

Kimonopainters

Leatherworkers(leathercutters.

shoerepairers.pocketbookmakers)

Machinists

Medicalworkers(nurses)

Metalworkers(tin/coPPersmiths.

structuralstealworkers)

Nurserymen

Painters(spraypainters,artists)

Petroleumworkers

Photographicindustryworkers

Plumbers

Printingworkers

Protectionguards

Purchasingagents,buyers,brokers

Radiationworkers

Railroadworkers

Retailtradeworkers

Rubberworkers(millin9/「eclaim/

tirebuilding/warehousejobs)

Sailors

Stonemasons

Taiiors

Textilewokers(weavers,dyers}

Truekdrivers

Vechilemechanics

Welders

い.こ れは膀胱癌の疫学特性の1つ である.

膀胱癌の分析疫学特性(発 生要因)

膀胱癌の発生死亡頻度は,男 性に多く,高 年齢にな

るほど高率となることから,男 性と高年齢は宿主要因

である.喫 煙者は非喫煙者にくらべ男女とも2～3倍

発生 リスクが高 く,職 業性曝露による膀胱癌発生も周

知のことである5)ま た先進欧米諸国では,コ ーヒー

多飲 ・人工甘味料使用 ・染毛剤頻回使用 ・フェナセチ

ン含有鎮痛剤多飲 ・ビタミンA摂 取不足なども被疑要

因である.さ らに,尿 滞留 ・膀胱炎罹患 ・骨盤部放射

線被爆 ・尿中Nニ トロサ ミン形成 ・アレルギー家族

歴 ・ウイルス ・飲料水中 トリハロメタンなども断片的

ながら被疑要因として報告 されている5).

ここではとくに職業や産業との関連について疫学的

に考察する.

1.膀 胱癌発生 リスクの上昇が疫学的に指摘されて

いる職産業労働者 リス ト

従来の数多くの内外の疫学的報告を中心にまとめて

みると,膀 胱癌発生 リスクが上昇するとされている職

業と産業労働職種は約45種 類にものぼる(Table4).

おのおのの労働者 カテゴリーには数多くの職種がある

ので,そ れ らを別々に数え上げればきわめて多 くなろ

う.こ のうち,染 料関連労働者のように芳香族アミン

曝露が関わっていることがわかっている場合 もあ る

が,大 部分については特有な曝露物質,曝 露様式,曝

露期間と曝露量などの詳細は不明で,今 後の検討課題

である,

わが国での検討で,膀 胱癌 リスクを上昇させる職種

と指摘されているものの うち,京 都の友禅職人の報告

は特異的である。市別膀胱癌死亡状況とその産業構造

との関連を分析 した著者 らの報告6)に よれば,膀 胱癌

リスク上昇が示唆されてい る職産 業(Table4に も

一部含めたが)は ,農 業,漁 業,窯 業,鉱 業,繊 維産

業,パ ルプ。紙 ・紙加工品 ・ゴム製品 ・輸送用機械器

具の製造業,化 学工業,鉄 鋼業,繊 維製品 ・皮製品 ・

金属製品 ・一般機械器具 ・電気機械器具 ・精密機械器

具の製造業,皮 なめし業,出 版印刷産業などである.

2.職 業性曝露による膀胱癌の割合

職業性膀胱癌の割合は,全 膀胱癌症例数に占める割

合(相 対頻度)と して求める場合のほか,寄 与危険度

割合として算出する場合 もある,職 業性膀胱癌の割合

について報告されている内外の報告を要約したのが,

Table5で ある.吉 田の報告7)は,相 対頻度によるも

ので,男 で約19%,女 で約12%で ある.ほ かの報告は

すべて寄与危険度割合による報告で,男 で5～35%,

女で1～6%で ある。職業性膀胱癌の割合は,い ずれ

の方法で算出されたとしても,国 や地域ごとの産業構

造とその経年変化(曝 露物質への規制 ・禁止の実施も

含めて)の ほか,職 業性 との判定時の主観的要素など

も関わっているので,そ の割合は推定値と考えられ,

また時代とともに変 りうると考えるべきであろ う.

Table5. Proportionofbladdercancer

duetooccupationalexposures

Investigator(years)MalesFemaies

Co呈eeta且(1974)

Daviesetal(1976)

Cole(1977)

Miller(1977)

Hooveretal(1980)

Doll&Peto(1981)

Vineis&Magnani(1985)

18%

5%

25%

35%

10%

10%

10%

6%

2%

1～6%

5%

5%

Yoshida(1984} 18.6%11.9%
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Estimatedproportionofoccupationalurinarytract

tumor(b呈addercancer)i血Japan

Year

No,ofcorrected

incidenceofbladder

cance「(A}

No,ofoccupational
urinarytracttumor

(B)

Proportion(%)

B〆A

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

3,365

3,919

3,843

3,903

4,215

4,271

5,054

2

9

8

6

0

0

8

4

1

2

1

1

1

2

1

1

1

0.65

0,48

0.47

0.41

0.47

0,23

0.16

1978～1984 28,570 113 O.40

3.本 邦職業性膀胱癌割合の推定

わが国で行なわれた膀胱癌の症例対照研究8》では,

特定職業性曝露あるいは特定職業と膀胱癌の発生との

間に有意の関連を見い出しえなかった.つ まり寄与危

険度割合による推定に必要な相対危険度がえられなか

ったわけである,ま た膀胱癌発生に特有な職業性曝露

の本邦人口集団割合も知 られていないので,こ の疫学

的方法による割合推定はできないことになる,

そ こで,以 下のような1つ の試 みを行った.わ が

国の癌登録資料から推定される年間男性膀胱癌発生

数3・4)を分 母,ベ ンジシンまたはベータナフチラミン

による尿路系腫瘍の労災補償件数(労 働基準局調査)9)

を分子とした相対頻度による推定である.そ の結果を

Table6に 示 した,職 業性尿路系腫瘍数の膀胱癌推定

発生数に占める割 合は,1978年 には0.65%,1979～

1982年 は0.41～0.48%で ある.1983年(0.23%)と

1984年(0,16%)は ほかの年にくらべ若干低い割合で

ある.1978～1984年 をまとめると,O.00%で ある.こ

の割合は,分 子が労炎補償件数で,そ の認定にはかな

りの条件があるものと考えられるので,最 も低い割合

とみなすことができよう.労 炎補償に至 らない まで

も,職 業性の疑いのある場合の症例やベンジシンある

いはペータナフチラミンによる職業性曝露とは認定で

きないが,他 の職業性曝露による症例の存在が考えら

れるので,こ れが補償件数の10倍 程度と仮定(何 ら科

学的根拠はない仮定であるが)し ても,職 業性膀胱癌

は男性で4%程 度である.い ずれにせよ,現 在の最低

推定割合は0.4%で,ベ ンジシソや ベータナフチラミ

ソが何ら規制されずに製造使用されていた1972年 以前

の曝露者数の正確な把握と曝露期間の同定などが職業

性膀胱癌の割合算定には必要である.

本論 文の要旨は,第38回 日本泌尿器科学会中部 総会 シンポ

ジウム 「職 業 と尿路腫瘍」 において発表 した.
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